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「地域特産品」による“地域おこし”と言っても・・・

どこから手をつけたらよいのか、分かりません

“地域おこし”でこんなお悩みありませんか？

・特産品づくりしたいけど、具体に何を行えば良いのかわかりません

・そもそも取組を進めるための元手（資金）がないので、あきらめてます

・特産品というより、森を活かした自然体験プログラムを作りたいのですが・・・

・取組をはじめようにも、人材が足りていないので・・・

・自慢の特産品をもっと大々的に売りたい！効果的な売り出し方とか、ないでしょうか

・どんな特産品が売れるのか分からないから、取組をはじめようにもはじめられない

・特産品はどれも似ていてワンパターンな印象。新たなビジネスのアイディアがあればなあ・・・

山村活性化支援交付金がそのお悩み解決に役立ちます！ 次のシートへ



山村活性化支援交付金で悩みを解決！

１の「山村活性化対策事業」と２の「商談会開催等事業」の関係を説明 次のシートへ



山村活性化支援交付金の全体構造

まずは、１の「山村活性化対策事業」を説明 次のシートへ



１．山村活性化対策事業 支援内容・助成対象

地域資源を活用した、当該山村地域ならではの特産品・サービス※の開発・
改良・販売のための下記の取組を支援
※ 他の地域の資源・商品により簡単に代替され得ない高付加価値商品等

資源量調査・資源確保策対応：地域資源の賦存状況・利用形態調査、栽培講習会等

人材育成：地域ワークショップ開催、技術取得・技術普及向け研修会実施等

商品開発・既存商品改良等：地域資源を活用した新商品開発（既存商品改良）、市場
調査（試験販売）、名物メニュー・観光プログラム開発、モニターツアー実施等

販路開拓・拡大：キャッチコピー作成、ブランディング戦略検討、広報活動、展示商
談会出展、HP（ECサイト）立ち上げ等

支援内容

役務費、委託料、資材等購入費、機械賃料、人件費、旅費 等
（補助率：１地区当たり上限 年間1,000万円×３年間まで（定額＝100％））

助成対象

サービス（体験・観光プログラムや地域食堂でのメニュー開発など）も対象です
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